


目次



・2018年に救急医療における課題を解決するために
    救急医二人で中目黒に開業

・2022年2月にMRI，CT，エコー検査を地域に提供する画像センター
『LOCO SCAN』開業

・2023年4月に病後児保育『LOCO KIDS CARE』開業

ロコクリニック中目黒の紹介



• 幅広い科目の対応 primary and urgent care
小児から高齢者まで、内科・外科・小児科・心療内科など幅広い診

療科に対応

• 平日２３時までオープン
通常の診療所より医療圏が広い

→渋谷区、港区、目黒区、世田谷区から来院
４区内に２３区の５０％のアメリカ人在住

ロコクリニック中目黒の紹介

小児患者の分布



• 医師2人はある程度英語での対応可能

• 事務スタッフは、英語対応はほぼ不能

• ホームページの英語版（１枚のPDFのページ作成）

• 言語に分け隔てなく診療するという統一された強い意志

その状況の中で土地柄もあり一定数外国人患者が来院

→日本語以外の患者の来院や電話があるとすぐに医師が呼ばれる状態

開院当初の当院の英語に対する状況



• 英語版の予約システム、問診票（紙、web）の作成

• ポケトーク、DeepL、google 翻訳、ChatGPTを活用した文章作成

• 週1回の英語勉強会（受付や診察中の会話、電話での会話など）

• 保険会社代理店や近隣ホテルと連携

• 事前の情報収集の強化（電話よりメール等）

• 英語ができるスタッフの募集（看護師１名、事務３名）

• 慣れ（英語対応患者の来院５−１０人・日）

→ほぼ医師が受付に呼ばれることはなくなった
（日本人の患者さんで英語ができる人が多く、助けてくれることも！）

対策



• 欧米圏が多く、アジア圏ではフィリピン人が多いのでほぼ英語での会話が可能

• 受診の目的が明確

• 家族や親戚みんなで当院のかかりつけに

• 外国人のコミュニティ内での口コミで来院

• 待ち時間に比較的寛容

• 日本での言葉の面での生活のしづらさから孤独を感じる人は多い

当院での外国人患者の特徴など



・２５歳男性
主訴：右足関節痛

現病歴：７日前歩行中に転倒し、右足をひねって受傷。整形外科受診したが、説明が分から
ず来院

経過：整形外科での治療が必要だったが、英語がわかる整形外科が近くにいないため、３０
分以上かかる病院へ紹介

・４２歳女性
主訴：下血
現病歴：下血あり来院。

経過：下部内視鏡が必要と考えて近医消化器内科を紹介。英語ができないため、検査のみし
てもらい、当院で予約から説明まで行った。

・５２歳女性
主訴：なし
現病歴：区からの健診の用紙が送られてきたが、日本語のみで分からず来院
経過：英語で問診票を説明し、子宮がん検診は英語ができる婦人科を紹介

外国人診療で困った（言語）



・２５歳男性 アメリカ人
主訴：薬がほしい
現病歴：母国では、ADHDに対してメティフフェニデートを使用していた。薬希望で来院
経過：類似薬を説明し、処方行った

・４３歳女性 オーストラリア人
主訴：薬希望

現病歴：オーストラリアで肥満があり、糖尿病予防のために薬を飲んでいた。オーストラリア
の医師から勧められ日本でもほしいと来院
経過：保険適応ではない旨を説明し、納得された

・９歳男性 ブラジル人
主訴：Tdap接種を希望

（事前にメールやりとりしていたが、事務では、Tdap,DPTの区別がつかず）
経過：当院では取り扱いなく、輸入しているクリニックを紹介

外国人診療で困った（薬・ワクチン）



・６５歳男性 中国人

主訴：薬希望

現病歴：中国で高血圧、糖尿病と診断されている。中国の薬は信用できないから

日本のものがほしい。半年に１回程度来日する。

経過：病状が分からず、また通院もできないため処方する責任が持てないと説明

したが、なかなか納得してもらえず。定期通院することを条件に薬を処方した

・５４歳女性 アメリカ人

主訴：皮膚症状、陰部症状、腹痛

現病歴：以前からある症状をたくさん相談したい

アメリカのプラマリーケアのシステムでは完全予約でしっかりと時間を取って

話すため、一度で多くのことを相談する傾向にある

外国人診療で困った（医療システム）



・コロナ禍では、とくに初期の段階では、言葉のハードルがかなり

高く、また母国へ帰ることができないストレスもあり不安を訴え受

診することが多かった

・ワクチンや治療に関して、自国ではすでに行われているのに日本

では行われていないことに対して説明が必要であった

・海外で何が起こっているかを患者さんから学ぶことができた

コロナ禍



• 英語以外の言語に対しての対応

• 他医療との連携

• 英語が苦手なスタッフへの対応

• 医療以外への対応

• メール等テキストでのやりとり

• 他の国の医療事情

• 行政での多言語の対応

今後の課題



・当院（診療所）では、文化の違いや未払いなどで困ることはあまりない

・言葉の壁による問題が一番だが、様々なサービスやITを駆使すれば対応

できる部分もある

・少しでも日本語ができない人たちが、安心して日本で過ごせるようにま

ずは、医療者としてはとにかく受け入れるという精神が大事

まとめ
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